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令和３年度

介護職対象
認知症

専門職研修
（中級・指導者編）

実施報告

本
研
修
は
、
千
葉
県
認
知
症
専
門
職
研
修
体

系
構
築
事
業
と
し
て
「
千
葉
の
介
護
が
輝
く

会
」
か
ら
本
会
が
引
き
継
い
だ
研
修
で
、
令
和

元
年
度
に
「
初
級
編
」
を
実
施
し
た
も
の
の
、

令
和
２
年
度
に
計
画
し
た
「
中
級
・
指
導
者

編
」
は
多
く
の
方
の
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

に
よ
り
延
期
・
中
止
と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
は
続
き
ま
し
た
が
、
今

回
は
感
染
対
策
を
一
層
強
化
し
た
う
え
で
、
主

に
昨
年
度
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
方
を
対
象

に
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
と
集
合
形
式
を
組
み
合
わ

せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

第
１
日
目
の
「
現
場
で
役
立
つ
医
学
的
知

識
」
で
は
、
秀
野
武
彦
講
師
（
浅
井
病
院
・
認

知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
長
）
よ
り
「
認
知
症

ケ
ア
は
介
護
職
だ
け
が
行
う
も
の
で
は
な
い
。

専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
用
い
な
が
ら
原
因
と

結
果
を
考
え
、
相
手
の
利
益
を
高
め
る
た
め
に

最
も
適
し
た
行
動
を
と
る
必
要
が
あ
る
」
、
そ

の
た
め
に
は
「
高
齢
者
の
特
徴
や
認
知
症
の
特

徴
を
理
解
し
て
、
で
き
れ
ば
個
別
に
先
回
り
し

て
対
応
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
そ
の
た

め
に
は
知
識
を
獲
得
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た

世
の
中
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
知
る

必
要
が
あ
る
。
」
の
前
置
き
か
ら
、
老
年
症
候

群
、
認
知
症
の
中
核
症
状
と
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
認
知
症
ケ
ア
と
薬
に
つ
い

て
な
ど
、
統
計
資
料
な
ど
を
基
に
分
か
り
や
す

く
講
義
し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
知
識
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
椎
名
淳
一
講
師
（
当
会
会
員
）
に
よ
る

「
認
知
症
ケ
ア
に
お
け
る
介
護
の
専
門
性
」
、
松

下
や
え
子
講
師
（
当
会
会
員
）
に
よ
る
「
認
知
症

の
人
に
お
け
る
人
権
と
法
律
」
で
、
受
講
者
は
認

知
症
ケ
ア
に
関
わ
る
自
分
自
身
を
見
つ
め
ま
し
た
。

研
修
の
中
盤
で
は
、
内
川
薫
講
師
（
つ
つ
じ
苑
・

介
護
課
長
）
、
竹
内
美
佐
子
講
師
（
タ
ム
ス
浦
安

病
院
・
看
護
部
長
）
、
乾
麻
由
美
講
師
（
認
知
症

の
人
と
家
族
の
会
・
世
話
人
）
、
竹
内
正
人
講
師

（
タ
ム
ス
浦
安
病
院
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

長
）
よ
り
、
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
」
「
認
知
症
の
タ

イ
プ
別
ケ
ア
分
類
と
基
本
的
ケ
ア
」
「
家
族
の
思

い
を
理
解
す
る
介
護
家
族
支
援
」
「
多
職
種
連
携

の
実
際
」
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
実
践
に
つ
な
が
る
学
び

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（図１）
「
Ｉ
Ｃ
Ｆ
と
自
立
支
援
、
介
護
過
程
の
考
え

方
」
で
は
、
竹
内
正
人
講
師
よ
り
、
生
活
や
人

生
を
支
援
す
る
上
で
の
現
状
の
課
題
（
図
１
）

が
提
起
さ
れ
、
秀
野
講
師
と
同
様
に
、
分
断
化

統
合
化
の
必
要
性
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
う
え
で
、
事
例
に
基
づ
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
構
成

要
素
（
図
２
）
に
沿
っ
て
、
医
学
的
知
識
を
含

め
た
利
用
者
の
全
体
像
を
把
握
す
る
考
え
方
を

再
確
認
し
、
認
知
症
ケ
ア
の
み
な
ら
ず
ケ
ア
全

般
に
求
め
ら
れ
る
介
護
過
程
の
展
開
に
基
づ
く

個
別
ケ
ア
と
自
立
支
援
の
考
え
方
（
図
３
）
を

再
認
識
す
る
学
び
と
な
り
ま
し
た
。

（図２）

（
２
ペ
ー
ジ
へ
続
い
て
い
ま
す
）



２

７
月
２
２
日
か
ら
８
月
２
５
日

ま
で

の
期
間
、
計
５
日
間
の
研
修
に
参

加
し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
残
念
な

が
ら
中
止
と
な
り
、
今
回
の
開
催

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。
感

染
症
対
策
で
非
常
に
配
慮
が
必
要

な
こ
の
状
況
の
中
、
無
事
に
研
修

を
受
け
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

主
催
委
員
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
講
師

の
先
生
方
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
に
受
講
し
た
初
級
編
に
続
き
、
さ
ら
に

中
級
編
、
指
導
者
編
で
は
、
先
生
方
の
熱
の
こ
も
っ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
重
層
的
に
進
ん
で
い
き
ま
す
。
認
知
症

の
病
因
や
特
徴
、
体
調
管
理
面
や
薬
へ
の
知
識
、
そ
の

人
を
中
心
と
し
た
関
わ
り
方
や
そ
の
人
の
尊
厳
、
当
事

者
や
家
族
が
経
験
す
る
状
況
等
、
そ
れ
ら
の
理
解
を
深

め
、
介
護
の
専
門
職
と
し
て
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
そ
れ
を
行
う
上
で
の
多
職
種
協
働
や
現
場
で
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
等
、
雰
囲
気
作
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
に
つ
い
て
も
、
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
後
半
で
は
、
徹
底
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｆ
と
介
護
過

程
の
展
開
が
行
わ
れ
、
フ
ァ
イ
ル
に
挟
み
き
れ
な
い
程

の
プ
リ
ン
ト
資
料
と
と
も
に
惜
し
み
な
く
説
明
が
続
き

ま
し
た
。

今
回
、
講
師
の
先
生
方
か
ら
の
介
護
職
に
対
す
る
期

待
、
知
識
や
技
術
を
さ
ら
に
磨
い
て
欲
し
い
と
い
う
想

い
を
非
常
に
強
く
感
じ
ま
し
た
。
実
際
に
相
当
大
変
な

内
容
で
疲
れ
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
気
付
き
が
得
ら

れ
、
本
当
に
有
意
義
と
い
え
る
研
修
を
受
講
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
研
修
内
容
を
す
ぐ
に
生
か
す
こ
と
は

ま
だ
難
し
い
か
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
新
た
な
視
点
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
研
修
で
身
に
つ
け
た

こ
と
、
今
後
に
存
分
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

千
葉
県
介
護
福
祉
士
会

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

石
川

正
章
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認知症専門職研修
（中級・指導者編）を

受講して

研
修
終
盤
（
指
導
者

編
）
の
「
認
知
症
の
重
症

例
〜
ケ
ア
体
験
か
ら
学

ぶ
」
「
自
施
設
の
事
例
を

用
い
た
介
護
過
程
の
展

開
」
で
は
、
感
染
対
策
に

配
慮
し
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通

し
て
、
場
面
設
定
さ
れ
た

前
頭
側
頭
型
・
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
・
レ
ビ
ー
小
体

型
認
知
症
の
重
症
例
や
自

施
設
の
事
例
に
つ
い
て
実

践
的
学
び
を
得
ま
し
た
。

受
講
者
は
認
知
症
の
人
の

体
験
し
て
い
る
世
界
や
思

い
を
感
じ
て
み
て
、
改
め
て
日
頃
の
ケ
ア
を
振
り
返
り
、

自
身
や
自
職
場
の
ケ
ア
の
課
題
発
見
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。

竹
内
正
人
講
師
よ
り
『
認
知
症
ケ
ア
に
は
、
私
た
ち
ケ

ア
ス
タ
ッ
フ
自
身
の
「
人
間
的
成
長
と
学
習
」
「
人
間

の
深
い
理
解
」
が
必
要
で
す
。
私
た
ち
は
、
「
生
活
と

人
生
を
支
援
す
る
専
門
職
」
で
す
。
仕
事
を
通
し
て
、

人
間
的
成
長
が
で
き
て
、
心
を
磨
い
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
』
と
い

う
介
護
職
へ
の
熱
い
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
、
改
め
て
対

人
援
助
職
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
す
る
研
修
と
な
り
ま

し
た
。
締
め
く
く
り
は
、
ホ
ッ
ト
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
村

越
洋
子
講
師
（
当
会
会
員
）
の
「
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
の
た
め
に
」
、
受
講
者
の
表
情
に
は
明
日
へ
の
活

力
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

認
知
症
の
方
と
そ
の
ご
家
族
の
「
よ
り
良
い
生
活
」

「
よ
り
豊
か
な
人
生
」
に
向
け
て
、
修
了
者
の
皆
様
の

地
域
で
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
介
護
福
祉
士
会

副
会
長

松
下
や
え
子

（図３）

（
１
ペ
ー
ジ
「
実
施
報
告
」
続
き
）

研
修
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

•

医
学
的
な
方
面
か
ら
の
解
説
で
と
て
も
分
か
り
や

す
く
て
よ
か
っ
た
で
す
。
薬
の
弊
害
な
ど
、
気
を

付
け
な
く
て
は
と
思
い
ま
し
た
。

•

ひ
も
と
き
シ
ー
ト
は
施
設
で
も
活
用
で
き
そ
う
で

す
。

•

脳
活
性
化
リ
ハ
５
原
則
、
「
あ
な
た
が
い
て
く
れ

て
嬉
し
い
」
を
実
践
し
た
い
で
す
。

•

介
護
者
の
た
め
の
介
護
に
な
ら
な
い
よ
う
人
権
を

守
っ
て
共
に
生
活
し
て
い
る
一
人
と
し
て
。

•

施
設
に
持
ち
帰
り
実
践
で
き
る
内
容
で
、
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
本
日
の
内
容
を
職
員
に
伝

え
、
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

•

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
行
っ
て
、
感
情
は
合
わ
せ
鏡
と

い
う
こ
と
が
実
感
で
き
た
。

•

リ
ハ
ビ
リ
の
視
点
か
ら
も
教
え
て
頂
き
、
と
て
も

勉
強
に
な
っ
た
。

•

指
導
す
る
人
の
気
持
ち
、
利
用
者
様
の
気
持
ち
を

知
る
こ
と
が
大
事
。
物
の
見
方
が
ま
だ
ま
だ
で
き

て
い
な
い
自
分
に
気
づ
き
ま
し
た
。

•

働
き
や
す
い
職
場
の
特
徴
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
基
本
で
あ
る
と
同
時
に

相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
、
接

す
る
こ
と
は
ご
利
用
者
へ
の
関
わ

り
方
に
も
繋
が
る
こ
と
だ
と
感
じ

た
。

•

緊
急
事
態
宣
言
下
の
研
修
で
し
た

の
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
感

染
予
防
の
対
策
や
細
や
か
な
配
慮

が
多
々
あ
り
、
安
心
し
て
受
講
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
送
り
出
し

て
く
れ
た
自
職
場
に
学
ん
だ
こ
と

を
持
ち
帰
り
、
認
知
症
の
人
の
生

活
を
よ
り
良
く
で
き
る
よ
う
励
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
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東
葛
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

「
介
護
福
祉
職
員
へ
の
期
待
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
」

～
自
己
の
成
長
に
む
け
て
、
自
分
み
が
き

(
自
己
研
鑽
）し
て
い
ま
す
か
？
～

研
修
・講
演
会
等
案
内

（（詳
細
は
当
会
Ｈ
Ｐ
や
別
紙
案
内
を
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

「
令
和
３
年
度

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
受
験
対
策

模
擬
試
験
及
び
ミ
ニ
講
座
」

※

各
回
、
模
擬
試
験
終
了
後
に
６
０
分
程
度
の
ミ
ニ
講
座

（
自
由
参
加
）
を
実
施
し
ま
す
。

日
程

Ａ
：
中
央
法
規
・
模
擬
試
験

＊
問
題
は
、
第
１
回
と
第
２
回
は
別
々
の
問
題
で
す
。

①
第
１
回

令
和
３
年
１
０
月
１
６
日
（
土
）

受
験
料
：
５
，
５
０
０
円

申
込
締
切
：
令
和
３
年
１
０
月
２
日
（
土
）

②
第
２
回

令
和
３
年
１
１
月
１
３
日
（
土
）

受
験
料
：
５
，
５
０
０
円

申
込
締
切
：
令
和
３
年
１
０
月
３
０
日
（
土
）

③
：
①
②
セ
ッ
ト
受
験
：
（
第
１
回
・
第
２
回
）

受
験
料
：
９
，
９
０
０
円

申
込
締
切
：
令
和
３
年
１
０
月
２
日
（
土
）

Ｂ
：
日
本
介
護
福
祉
士
会
・
全
国
一
斉
模
擬
試
験

令
和
３
年
１
２
月
４
日
（
土
）

受
験
料
：
４
，
３
０
０
円

申
込
締
切
：
令
和
３
年
１
０
月
２
５
日
（
月
）

Ｃ:

「
赤
マ
ル
福
祉
」
直
前
模
擬
試
験

令
和
４
年
１
月
８
日
（
土
）

受
験
料
：
会
場
３
，
０
０
０
円

自
宅
３
，
４
０
０
円

申
込
締
切
：
令
和
３
年
１
２
月
２
５
日
（
土
）

会
場
：
Ａ
Ｂ
Ｃ
共
に
「
千
葉
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

北
総
ブ
ロ
ッ
ク

第
２
回
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会

「
Ｖ
Ｒ
高
齢
者
住
ま
い
看
取
り
研
修
会
」

千
葉
県
介
護
人
材
確
保
対
策
推
進
事
業
（
申
請
）

講
師

株
式
会
社
シ
ル
バ
ー
ウ
ッ
ド

日
時

令
和
３
年
１
１
月
１
３
日
㈯

１
３
：
０
０
～
１
７
：
０
０

受
付
１
２
：
３
０
～

参
加
費

無
料

参
加
定
員

５
０
名

「
令
和
３
年
度

介
護
職
種
の
技
能
実
習
指
導
員
講
習

」

会
場

千
葉
県
経
営
者
会
館

６
階
大
ホ
ー
ル

日
時

令
和

３
年

１
２
月

１
１
日
（
土
）

９
：
３
０
～
１
７
：
５
５

受
付
開
始
８
：
４
５

～受
講
費

無
料

参
加
定
員

４
０
名

※

受
験
対
象
者
の
指
定
が
あ
り
ま
す
。

３

「
令
和
３
年

『
介
護
の
日
』
記
念
講
演
会

一
人
ひ
と
り
の
多
様
性
と
価
値
を
認
め
る
社
会
創
り

テ
ー
マ

み
ん
な
言
葉
を
持
っ
て
い
た
・
代
弁
す
る
責
務
」

千
葉
県
介
護
人
材
確
保
対
策
推
進
事
業
（
申
請
）

記
念
講
演
会
：
國
學
院
大
學

人
間
開
発
学
部
初
等
教
育
学
科

教
授

柴
田
保
之
氏

『
み
ん
な
言
葉
を
持
っ
て
い
た
』

～
輝
く
ん
の
言
葉
を
引
き
出
せ
て
～

フ
ロ
ア
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
：

『
共
生
社
会
と
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
』

日
時

令
和
３
年
１
１
月
７
日
㈰

１
３
：
０
０
～
１
５
：
２
０

受
付
１
２
：
３
０
～

参
加
費

無
料

参
加
定
員

７
０
名

講
師

千
葉
県
介
護
福
祉
士
会

八
須

祐
一
郎

会
長

～
私
た
ち
は
、
介
護
福
祉
士
資
格
取
得
が
ゴ
ー
ル
だ

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

介
護
福
祉
士
は
、
加
齢
や
疾
病
な
ど
に
よ
っ
て
、

心
身
の
不
自
由
さ
を
生
じ
て
い
る
利
用
者
の
生
活
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
利
用
者
の
生
活
歴
や
環
境
が
そ
れ
ぞ
れ

違
う
中
で
、
信
頼
関
係
を
構
き
、
や
る
気
ス
イ
ッ
チ

を
探
り
、
個
々
に
適
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
心
身
機

能
の
維
持
向
上
や
生
活
の
質
の
向
上
を
し
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
に
は
長
年
の
経
験
や
勘
だ
け
は
な
く(
そ

れ
も
大
切
だ
が)

、
根
拠
に
基
づ
い
た
知
識
と
感
覚

が
必
要
で
す
。
施
設
介
護
で
は
、
個
別
性
を
大
切
に

し
な
が
ら
チ
ー
ム
で
関
わ
る
こ
と
や
在
宅
介
護
で
は
、

家
族
の
サ
ポ
ー
ト
や
地
域
の
中
で
生
活
を
楽
し
め
る

よ
う
な
支
援
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
介
護
福
祉
士
に
求

め
ら
れ
る
専
門
性
や
役
割
は
、
増
々
多
様
化
し
、
常

に
学
び
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
故
に
介
護
福
祉

士
取
得
が
「
ゴ
ー
ル
」
で
は
な
く
『
ス
タ
ー
ト
』
な

の
で
す
。

日
本
介
護
福
祉
士
会

及
川
会
長
は
、
『
介
護
福

祉
士
は
、
国
民
が
安
心
で
き
る
社
会
生
活
を
保
障
』

と
述
べ
、
介
護
福
祉
士
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
と
生
涯

研
修
制
度
は
、
複
雑
化
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
に
、
質
の
高
い
ケ
ア
の
提
供
が
で
き
る
こ
と
を

理
念
と
し
て
い
る
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
前

会
長
で
あ
る
石
本
氏
は
『
介
護
福
祉
士
の
未
来
は
介

護
福
祉
士
自
身
が
切
り
開
く
』
と
い
う
自
覚
と
行
動

が
大
切
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
資
格
取

得
後
も
自
己
研
鎖
を
継
続
し
、
生
涯
研
修
と
し
て
専

門·

学
術
研
修·

研
究
大
会
な
ど
の
研
修
参
加
や
様
々

な
活
動
を
行
い
、
介
護
福
祉
士
が
明
る
く
期
待
感
を

持
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
介
護
業
界
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
と
伝
え
て
い
ま
す
。

是
非
、
皆
様
の
職
場
の
方
に
も
介
護
福
祉
士
会
の
研
修

や
入
会
を
お
誘
い
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
自
身
の
今
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
振
り

返
り
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ
こ

に
向
け
た
自
己
研
鎖
を
し
て
い
く
こ
と
。
自
分
に
は
何

が
出
来
る
か(

能
力)

、
何
を
や
り
た
い
か(

欲
求)

、
何

に
価
値
観
が
あ
る
か…

。
そ
れ
ら
を
リ
ン
ク
し
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
行
動
に
繋
げ
て
い
く
。
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
も
介
護
過
程
も
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク

ル
」
が
重
要
で
あ
る
。
～

と
い
っ
た
八
須
会
長
の
講

義
を
頂
き
、
「
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
モ
デ
ル
」
を
用
い
た
個
人

ワ
ー
ク
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

普
段
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
経
験
の
な
い
緊
張
感
の
中

で
、
日
々
業
務
に
追
わ
れ
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
な

ど
を
考
え
る
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
研
修
を

受
講
し
て
み
て
、
感
染
の
危
険
性
の
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン

研
修
と
い
う
環
境
で
、
今
だ
か
ら
で
き
る
新
し
い
形
で

自
分
磨
き
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

報
告
者

広
報
委
員
会

寺
本



当
会
に
は
現
在
２
０
歳
か
ら
８
４
歳
ま
で

の
会
員
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に

６
０
歳
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
会
員
が
継
続
し
て

頂
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
青
年
部
運
営
委
員
会
が
発
足
し
て

２
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
青
年
部
に
負
け
ず

に
、
今
後
ベ
テ
ラ
ン
会
員
の
集
い
も
計
画
す

る
予
定
で
い
ま
す
。

研
修
会
の
在
り
方
も
オ
ン
ラ
イ
ン
が
中
心

と
な
り
、
対
面
研
修
が
ま
ま
な
ら
な
い
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ベ
テ
ラ
ン
会
員
の
知

識
と
経
験
を
発
揮
し
て
頂
け
る
よ
う
、
当

会
の
活
動
に
参
加
さ
れ
、
ど
う
か
お
知
恵

を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
事
務
局
長

高
橋
）

４

賛
助
団
体

八
団
体
（
敬
称
省
略
）

・
社
会
福
祉
法
人

生
活
ク
ラ
ブ

生
活
ク
ラ
ブ
風
の
村

特
養
ホ
ー
ム
八
街

・
社
会
福
祉
法
人

翠
燿
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル

・
東
洋
羽
毛
北
関
東
販
売

株
式
会
社

・
社
会
福
祉
法
人

九
十
九
里
ホ
ー
ム

障
害
者
支
援
施
設

聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ホ
ー
ム

・
社
会
福
祉
法
人

広
寿
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

い
す
み
苑

・
株
式
会
社

ジ
ェ
イ
シ
ー
教
育
研
究
所

・
社
会
福
祉
法
人

オ
リ
ー
ブ
の
樹

オ
リ
ー
ブ
ハ
ウ
ス

・
医
療
法
人
社
団

一
心
会

初
富
保
健
病
院

初
富
保
健
病
院
介
護
医
療
院

承
諾
を
得
て
団
体
名
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

い
つ
も
本
会
運
営
に
つ
い
て
ご
理
解
、
ご
協
力
頂
き
ま
し

て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り

○
口
座
振
替
の
お
願
い

千
葉
県
介
護
福
祉
士
会
で
は
、
年
会
費
を

口
座
振
替
と
し
て
い
ま
す
。
口
座
振
替
が
、

ま
だ
の
方
は
口
座
登
録
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
口
座
登
録
の
用
紙
は
、
事
務
局
ま

で
ご
請
求
下
さ
い
。

千葉県介護福祉士会 会報 にじ2021年9月16日号 Vol.119

一般社団法人

千葉県介護福祉士会

知りたい情報等がありまし
たら、上記メールアドレス
にお知らせください！

https://www.facebook.com

/千葉県介護福祉士会-1866986893408630/

〒260-0026
千葉市中央区千葉港4-3
千葉県社会福祉センター3階

TEL: 043-248-1451
FAX: 043-248-1515

E-MAIL：
kai5niji@poem.ocn.ne.jp

ホームページ：
http://care-
net.biz/12/kai5chiba/

↑↑↑
こちらから研修時の感染予防対策や
健康チェックシートを印刷できます。

編集：広報委員会･広報委員長

○事務所の電話受付
月～金曜日、9～16時となって

おります。時間外及び土･日･祝日
に開催される研修会等のお問い合
わせについては、留守電にて対応
しております。どうぞよろしくお
願いいたします。

千葉県介護福祉士会 会員数

２０２１年９月１日現在 ６９３ 名

東葛ブロック １８２ 名

千葉ブロック １４２ 名

北総ブロック １７４ 名

君津・安房ブロック ６８ 名

東部ブロック ８５ 名

南部ブロック ４２ 名


